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２０００．９．２１（４）

「
愛
の
鐘
」
の
放
送

時
間
が
変
わ
り
ま
す

市
内
２
２
０
か
所
に
設
置
し
た

固
定
系
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し

て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム

「
愛
の
鐘
」
は
、
９
月
２３
日
か
ら

来
年
３
月
１９
日
ま
で
の
間
、
放
送

時
間
が
午
後
５
時
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム

「
愛
の
鐘
」
は
、
装
置
の
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
一
環
と
し
て
放
送
し

て
い
る
も
の
で
、
家
庭
で
の
帰
宅

時
間
の
確
認
や
地
域
で
の
青
少
年

の
事
故
防
止
を
願
う
も
の
で
す
。

�問
防
災
課
�
７
２
４
・
２
１
０
７

認
定
農
業
者
制
度

説

明

会

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

よ
る
認
定
農
業
者
制
度
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
す
と
、

経
営
改
善
の
た
め
の
融
資
が
受
け

ら
れ
、
市
補
助
事
業
の
助
成
率
が

上
が
り
ま
す
。

○
日
時
・
会
場

９
月
２６
日（
火
）

午
前
�
町
田
市
農
協
町
田
支
店
、

午
後
�
同
南
支
店
▽
２７
日
（
水
）

午
前
�
同
鶴
川
支
店
、
午
後
�
同

堺
支
店
▽
２８
日
（
木
）
午
前
�
同

忠
生
支
店

※
各
会
場
と
も
、
午
前
は
９
時
３０

分
か
ら
、
午
後
は
１
時
３０
分
か
ら

に
な
り
ま
す
。

�問
農
業
振
興
課
�
７
２
４
・
２
１

６
６

２
０
０
０
年
度
男
女
平
等
推
進
セ

ミ
ナ
ー

２１世紀

新
し
い
女
性
の

創
造
に
向
け
て

家
庭
の
中
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
職
場
で
、
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
「
男
女
の
固
定

的
観
念
」
を
実
践
を
通
し
て
変
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
右
下
表
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

○
対
象

関
心
の
あ
る
方

○
時
間

各
日
と
も
午
前
１０
時
〜

正
午

○
募
集
人
数

３０
人
（
申
し
込
み

順
）

※
保
育（
２
歳
〜
就
学
前
、
１０
人
、

申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み

電
話
で
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
�
７
２
３
・
２

９
０
８
）
へ
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

パ
ネ
ル
ト
ー
ク

「
大
地
の
恵
が
消
え
る
日
」

町
田
産
の
新
鮮
で
安
全
な
農
産

物
は
ど
こ
で
買
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
生
産
者
と
消
費
者
が
パ
ネ
リ

ス
ト
に
な
っ
て
、
町
田
の
農
業
の

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

○
日
時

１０
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時

○
会
場

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
階
・
ホ
ー
ル

○
パ
ネ
リ
ス
ト

市
内
農
家
、
酪

農
家
、
消
費
者

○
定
員

１
８
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み

電
話
で
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
�
７
２
５
・
８
８
０

５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
）
を
希
望
の

方
は
申
し
込
み
の
際
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
田
市
公
民
館

親
子
で
あ
そ
ぼ
�

グ
ル
グ
ル
ピ
ョ
ン

○
対
象

市
内
在
住
の
１
歳
児
と

そ
の
親

○
期
日

９
月
３０
日
（
土
）
�
経

験
者
の
み

○
時
間

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

○
会
場

す
み
れ
教
室

○
持
ち
物

ハ
サ
ミ
・
豆
か
米
一

握
り

○
定
員

親
子
１０
組
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み

９
月
２１
日
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
町
田
市
公
民
館

（
�
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

ひ
な
た
村

手
作
り「
フ
エ
ル
ト

帽

子

教

室

」

今
年
の
冬
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
帽
子

で
暖
か
く
す
ご
そ
う
�

羊
の
原
毛
を
染
め
て
、
自
分
だ

け
の
お
し
ゃ
れ
な
フ
ェ
ル
ト
帽
子

を
作
成
し
ま
す
（
２
日
間
で
完
成

さ
せ
ま
す
）。

○
対
象

中
学
生
以
上
の
両
日
参

加
で
き
る
方

○
定
員

１５
人
（
申
し
込
み
順
）

○
期
日
・
内
容

１
日
目
�
１０
月

１５
日
（
日
）
…
原
毛
の
染
色
、
型

作
り
▽
２
日
目
�
２２
日
（
日
）
…

制
作
、
両
日
と
も
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時

○
費
用

実
費
１
２
０
０
円
（
当

日
徴
収
）

○
会
場

ひ
な
た
村

○
持
ち
物

空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
５
０
０
�
）
１
本
、
ビ
ニ
ー
ル

手
袋
、
お
弁
当

○
申
し
込
み

電
話
で
９
月
２７
日

〜
１０
月
９
日
の
間
に
ひ
な
た
村

（
�
７
２
２
・
５
７
３
６
）
へ
。

※
火
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

Ｃ’
ｓ
Ｘ
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
の
本
音
、

聞
い
て
み
な
い
？

今
回
の
テ
ー
マ
は「
学
校
生
活
」

で
す
。日
ご
ろ
た
め
て
い
る
こ
と
、

言
え
な
い
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ

と
。
こ
の
機
会
に
本
音
で
語
り
合

っ
て
み
よ
う
。

○
日
時

１０
月
１
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
５
時

○
場
所

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４

階○
申
し
込
み

電
話
で
青
少
年
課

（
�
７
２
４
・
２
１
８
２
）
へ
。

町
田
市
公
民
館
・
青
年
講
座

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を

つ

く

ろ

う

「
町
田
と
戦
争
そ
し
て
平
和
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚

本
を
も
と
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

つ
く
り
発
表
し
ま
す
。

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

○
期
間

１０
月
２
日
〜
２
０
０
１

年
１
月
１３
日
（
全
１６
回
）

○
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

○
会
場

町
田
市
公
民
館

○
募
集
人
員

出
演
者
�
３０
人
、

ス
タ
ッ
フ
�
１０
人

○
申
し
込
み

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
の
間
に
電
話
で
町
田

市
公
民
館
（
�
７
２
８
・
０
０
７

１
）
へ
。

※
材
料
費
等
、
実
費
を
い
た
だ
き

ま
す
。

※
発
表
は
１
月
１３
日
に
ひ
な
た
村

で
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
を
持
つ
親
の
た
め
の
家
庭

教
育
学
級

よ
い
母
っ
て
な
に
？

よ
い
子
っ
て
な
に
？

―
私
（
母
）
ら
し
く
子
育
て
、

あ
な
た
（
子
）
ら
し
く
子
育
ち
	

「
よ
い
母
」
を
す
る
こ
と
に
疲

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
期
待
に
応
え

よ
う
と
「
よ
い
子
」
を
す
る
子
ど

も
に
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ

の
講
座
で
は
「
よ
い
母
」「
よ
い

子
」
を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
こ

と
で
、
自
ら
の
生
き
方
や
そ
の
子

ら
し
い
育
ち
に
つ
い
て
話
し
合
い

考
え
ま
す
。

左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

○
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

○
会
場

町
田
市
公
民
館

○
定
員

２２
組
（
抽
選
）

○
対
象

市
内
在
住
の
１
〜
２
歳

児
を
持
つ
親
で
、
親
子
共
に
参
加

可
能
で
、
公
民
館
保
育
を
初
め
て

利
用
す
る
方

○
費
用

１
５
０
０
円
（
お
や
つ

代
、
連
絡
ノ
ー
ト
）

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月
日
・
年

齢
・
性
別
・
応
募
理
由
を
書
き
１０

月
７
日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市

公
民
館
「
乳
幼
児
を
持
つ
親
の
た

め
の
家
庭
教
育
学
級
」
係
（
〒
１９４

―
０
０
１
３
、
原
町
田
４
―
１６
―

１７
、�
７
２
８
・
０
０
７
１
）へ
。

菜
種
油
し
ぼ
り
実
演

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽

培
し
て
い
る
菜
種
か
ら
、
昔
な
が

ら
の
方
法
で
菜
種
油
を
し
ぼ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

当
日
は
菜
種
油
（
５
０
０
�
入

り
）
５０
本
を
１
本
８
０
０
円
で
午

前
９
時
３０
分
か
ら
販
売
し
ま
す
。

○
日
時

９
月
３０
日
（
土
）
午
前

１０
時
〜
午
後
２
時

○
会
場

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通

小
田
急
線
町
田
駅
北
口

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先
２１
番
乗
り
場
か
ら

本
町
田
経
由
「
野
津
田
車
庫
」
行

き
、
ま
た
は「
鶴
川
駅
」行
き
バ
ス

で「
薬
師
ヶ
丘
」下
車
、
徒
歩
１０
分

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
薬
師
池

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

�問
ふ
る
さ
と
農
具
館
�
７
３
６
・

８
３
８
０

ひ
な
た
村

マ
イ
ク
ロ
グ
ル
ー
プ

電
気
工
作
・
実
験
や
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
無
線
、
ラ
ジ

オ
音
響
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
の

資
格
の
取
得
も
目
指
し
ま
す
。

○
対
象

小
学
４
〜
６
年
生

○
活
動
期
間

１０
月
か
ら
１
年
半

○
活
動
日
時

１
年
目
�
第
１
・

３
土
曜
日
の
午
後
２
時
〜
５
時
と

第
２
・
４
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
▽
２
年
目
�
毎
週
日
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
定
員

若
干
名（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み

９
月
２１
日
（
木
）

の
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
ひ
な
た

村
（
�
７
２
２
・
５
７
３
６
）

へ
。

※
９
月
３０
日
（
土
）
午
前
１０
時
か

ら
ひ
な
た
村
で
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
保
護
者
の
方
は
必
ず
出
席
し

て
下
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
お
子
さ
ん

の
保
護
者
の
方
に
は
、
保
護
者
会

や
ひ
な
た
村
の
各
種
行
事
に
参
加

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
自
然
休
暇
村
・
１２
月
分
受
け
付

け
】今

回
受
け
付
け
を
す
る
利
用
日

は
、１２
月
１
日
〜
２８
日
ま
で
で
す
。

※
１２
月
１２
日
、
１３
日
は
休
館
日
の

た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
１２
月
２９
日
以
降
は
年
末
年
始
期

間
と
し
て
別
に
受
け
付
け
ま
す
。

詳
細
は
１０
月
２１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
本
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

朝
夕
２
食
２
０
０
０
円
で
召
し
上

が
れ
ま
す
（
予
約
制
）。

○
利
用
で
き
る
方

市
内
在
住
、

在
勤
の
方
と
そ
の
家
族

※
１０
月
、１１
月
分
の
空
室
状
況
は
、

自
然
休
暇
村
担
当
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

【
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
２

０
０
１
年
１
月
分
受
け
付
け
】

緑
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
楽
し

く
野
外
活
動
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

※
月
曜
日
の
午
後
及
び
火
曜
日
、

２
０
０
１
年
１
月
１
日
〜
４
日
、

１０
日
は
休
館
し
ま
す
。

※
市
の
事
業
等
の
た
め
利
用
で
き

な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

◇

○
申
し
込
み

１０
月
２
日
（
月
）

に
使
用
料
を
ご
用
意
の
う
え
森
野

分
庁
舎
１
階
大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー
担
当
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
午
前
９
時
ま
で
に
お
い
で
に
な

っ
た
方
を
同
着
と
み
な
し
、
利
用

日
が
重
複
し
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
午
前
１０
時

３０
分
以
降
は
電
話
で
の
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

�問
自
然
休
暇
村
担
当
�
７
２
４
・

２
１
３
１

ご
家
庭
で
使
う
生
ご
み
処
理
器

に
対
し
て
購
入
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
予
定

数
の
受
け
付
け
が
完
了
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
す
で
に
申
請
さ
れ

た
方
の
辞
退
等
も
あ
り
う
る
た

め
、
今
年
度
こ
れ
か
ら
補
助
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、環
境
総
務
課（
�

７
９
７
・
０
５
３
０
）
ま
で
ご
相

談
下
さ
い
。

２
０
０
１
年
度
も
引
き
続
き
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
を
行
う
予
定

で
す
。
２
０
０
１
年
４
月
以
降
処

理
器
を
購
入
さ
れ
る
前
に
申
請
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
申
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自 然 休 暇 村
大地沢青少年センター

利用案内
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２０００年度男女平等推進セミナー日程
会 場

４階
第２学習室

３階
視聴覚室

３階
視聴覚室

４階
第２学習室

３階
視聴覚室

内容・講師（敬称略）
女性の勇気は社会を動かす

ことができるか

「女らしさ」と「男らしさ」が
生み出すもの

新しい社会の形成に向けて
―現状とその取り組み

つくられた「らしさ」を変え
るには―ジェンダーからの

アプローチ

私たちが望む社会に向けて
言ってみよう、やってみよう

日 時

１０月２日
（月）

１０月１１日
（水）

１０月２０日
（金）

１０月２６日
（木）

１１月２日
（木）

武蔵大学教授
国広 陽子

東京都立大学助教授
江原 由美子

日本女子体育大学教授
西村 絢子

男女平等推進センター事務局

お茶の水女子大学教授
舘かおる

「乳幼児を持つ親のための家庭教育学級」日程
講 師 （敬称略）
保育者・公民館職員

公民館職員
エポック１０ 学習指導者
平賀 圭子

保育者・公民館職員
平賀 圭子

育児雑誌ライター
鈴木 良子

保育者・公民館職員

育児雑誌ライター
鈴木 良子

公民館保育者

鈴木 良子

桜美林大学国際学部教授
舩橋 恵子

中央大学法学部教授
広岡 守穂

鈴木 良子

保育者・公民館職員

公民館職員

テ ー マ
保育説明会・面接
講座説明会（自己紹介、講座のねらい等）
「子育て困難時代」に生きる私達―その１

親子であそぼ・みんなであそぼ！�１
「子育て困難時代」に生きる私達―その２
みんなで話そう
―私にとって“子育て困難”ってナニ？―
親子であそぼ・みんなであそぼ！�２
みんなで話そう
―どんな子に育って欲しい？

どう生きたい？―
保育室の子どもたち 泣いて笑って喧嘩して仲直りの、子どもの世界
みんなで話そう
―「良い母」の呪縛を解いて―
外国の母の生き方、子育て事情

夫が妻をささえる時
―パートナーシップを考える―
みんなで話そう
―私らしく生き、私らしく子育て
親子であそぼ・みんなであそぼ
�３
―オベントを持って、芹が谷公園であそぼ
―

仲間づくりをしませんか
番
外
編

期 日
１０月２５日（水）
１１月１日（水）
１１月８日（水）

１１月１５日（水）
１１月２２日（水）
１２月６日（水）
１２月２０日（水）
１月１０日（水）

１月１７日（水）

１月２４日（水）

１月３１日（水）
２月７日（水）

２月１４日（水）

２月２１日（水）

２月２８日（水）

３月７日（水）

３月１４日（水）
３月２１日（水）


